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　寒さが緩むと屋根からの落雪

が起こりやすくなります。基本

的なことでも、一人一人の注意が

事故防止につながります。子供、

お年寄りにも呼びかけましょう。

・屋根からの落雪、落氷危険箇所

　の確認。

・落雪危険箇所、排水路、河川な

　ど増水危険箇所へ近づかない。

・雪下ろし作業時の通行人、車両

　に注意。

・灯油タンク、ガスボンベへの落

　雪による破損防止。

　今年の2月20日まで降雪量は前

年、前々年を下回っていますが、雪

害の発生防止のためには細心の注

意を払いましょう。
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��除雪は、郊外、市街地を問
わず、降雪時に行いますが、市
街地は、住宅が密集し、道幅が
狭く玄関が近いので、交通の確
保のため、雪の積み上げや、ダ
ンプでの運搬が必要になるのに
対し、郊外地では車両交通の確
保に、車道の雪を掻き分ける作
業だけを行い、排雪は実施して
いません。
　また、郊外は高速走行での除
雪が可能であるのに対し、市街
地は交差点や信号などが多く、
低速走行での除雪となり、効率
が悪いため、市街では郊外の1.5
倍の費用が必要となります。

　冬の暮らしを快適にして、住み
よいまちづくりのためには、皆さ
んの一層の協力が必要です。
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　道路幅員が狭くなり、交通障害を引

き起こします�
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�除雪作業の妨げ、交通事故の原因に

なります。路上への車両放置は絶対に

やめてください。
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　冬期間に視界狭まる場所での飛び

出し事故、路面状況が悪い際の転倒

によるケガに注意してください。
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��排雪は、除雪と比べて、使
う機械の種類、作業員の人数も
増える事から、除雪より倍近い
費用がかかります。
　さらに、排雪後の雪堆積場の
管理費や、春先の雪割り経費も
かかります。
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��排雪は、道路の雪の排雪を行
うものです。各家庭からの屋根や
庭、駐車場から雪を出されると排
雪量は増え、費用も増大しますの
で、宅地内の雪は自分で処理して
ください。
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��排雪とは、ダンプで運搬する
事だけではなく、車道・歩道幅を確
保するために、道路の横や空き地
にロータリー車などで雪を積み上
げる作業も含まれます。

��������	
�
（平成18年度は2/20現在）
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��年度、町では除排雪の住民説
明会を11回開催しましたが、実際
の出席者は対象地区住民の10％程
度でした。
　町で行なう道路除排雪作業に対
しては、町民の皆様よりご意見、ご
要望が寄せられています。その中
で多く出た質問、疑問に対してお
答えします。


